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尿路感 染症 におけ るCeftezole

嶋 津 良 一 ・塩 味 陽 子

河 田 幸 道 ・西 浦 常 雄

岐阜大学医学部泌尿器科教室

新 しい 合 成Cephalosporin系 抗 生 物 質Ceftezole

(CTZ)はCefazolin(CEZ)か らCH3基 を 除 いた

CEZ類 縁 化 合 物 の1つ で あ り,CEZと 同 様 に広 い抗

菌 ス ペ ク トラム を有 し,そ の 作 用 も殺 菌 的 で あ る。

CTZの 化 学 名 はSodium(6R,7R)-3-〔(1,3,4-thi

adiazo1-2-y1)thiomethy1〕-8-oxo-7.〔2-(1H-tetra-

zo1-1-y1)acetamido)-5-thia-1-azabicyclo〔4,2,0〕

oct-2-ene-2-carboxylateでFig.1の よ うな 構 造 式

を 有 す る。

CTZの 吸収に関 して は,bioassayに よる実験結果

か らCEZと 比較 してみ ると血 中へ の移行状態 はCEZ

のほ うがす ぐれて いた が,腎,肺 への移行 はCTZの ほ

うがややす ぐれてお り,肝 で も高 い傾 向が示 された と報

告 されて いる。 尿中への排泄量 に関 しては,投 与後3時

間以 内に大部分 が排泄 され,24時 間 以内のCTZの 総

排泄量 は,他 のCephalosporin剤 を上 まわ る傾 向が認

め られた と報 告 されてい る1)。

われわれ はまず各 種標準菌株 に対す るCTZの 抗菌力

を測定 し,さ らに尿路 か らの臨床 分離菌株に対す る抗菌

力をCEZと 比較検討 した。 い っぽ う,各 種 の尿路感染

症 に対 す る臨床効果 を検討 したので,こ れ らを合せて報

告 す る。

抗 菌 力

1.　 検討方法

CTZの 抗菌力 を測定 した菌種は,教 室保存の12種

の標 準菌株 と,尿 路 由来 のE.coli100株,Klebsiella

63株 とStaph.epidermidis68株 で,そ れ らをCEZ

と比較 検討 してみた。MICの 測定方法は 日本化学療法

Table 1 Antibacterial activity of CTZ and CEZ against standard strains
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学会標準法 に従 い,HeartInfusionAgar(栄 研)を

用い寒天平板 希釈 法で行な った。

2.　 成 績

標準株に対す るCTZの 抗菌力はTable1に 示す と

お り,グ ラム陽性球 菌のB.subtilisPCI219お よび

3種 のStaph.aureusに 対す るCTZのMICは い

ずれ も0.2μg/mlで あ り,こ れ に対 してCEZで は

0.2～0.4μg/mlで あ っ た 。

グ ラム 陰 性 桿 菌 で は,3種 のEcoli,Kl.Pneumo-

niaePCI602に 対 す るCTZのMICは1.6～3.1

μg/mlで あ った 。Pseudomonasに 対 して は 他 のCe-

phalosporin系 薬 剤 と 同様 に100μg/ml以 上 のMIC

で,全 体 と して み る とCEZと 大 差 は な か った 。

尿 路 由来 の 臨 床 分 離 株 のE.coli100株 に 対 す る

Fig. 2 Sensitivity distribution of E. coli isolated from urinary tract (100Strains)

Fig. 3 Sensitivity distribution of Klebsiella isolated from urinary tract (63 strains)
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CTZの 抗菌力 はFig.2に 示す とお り,3.1μg/mlに

す るどい1峰 性のpeakを 示 し,1.6～25μg/mlの 間

に分布 を認 めた。CEZは 同様に3.1μg/mlにpeak

があ り,同 様 の傾 向であった。 またCTZのMICが

3.1μg/ml以 下 の値 を示 した ものは70%で,CEZで

はその値 以下 のMICを 認めた ものが87%で あったが,

12.5μg/mlで は両剤 と も99%を 占めそれ以上は 同一

の傾向であ った。

ついで尿路 由来のKlebsiella63株 に対 す るCTZの

MICを 測定 し,そ の結果をFig.3に 示 した。CTZの

MICは23株 が3.1μg/mlを 示 し,全 体 の36.5%

を 占めpeakを 形成 した 。100μg/ml以 上 のMICを

示 した株 は11株 で全体 の17.5%で あ った 。100倍 希

釈菌液 に対す るMICは100μg/ml以 上を示 した もの

が6株 あ り,1.6μg/mlにpeakを 認め,原 液 に比べ

ると1管 低 い値を示 した。CEZで も同様の 傾 向を示 し

た。 尿路 由来 のStaph.epidermidis68株 につい ての

CTZのMICはFig.4に 示 した 。CTZのMICは

38株 が0.8μg/mlを 示 し,全 体 の55.9%でpeakを

形成 し,100倍 希釈液 では,1管 低 いpeakを 示 した。

CEZのMICのpeakもCTZと 同様 に0.8μg/ml

にあ った が100倍 希釈液に対 しては変化が認め られ なか

った。

臨 床 的 検 討

1.　 検討方法

昭和49年7月 か ら昭和50年1月 までの当科入院中

の尿路感染 症の患者に対 して,CTZの 臨床効果を検討

したが,そ れ をまとめてTable2に 示 した。対象 と し

た症例は総計19例 で男性が9人,女 性が10人 で,最

高年令は74才,最 低 年令が15才 で,平 均年令は52

才であ った。

CTZの 投与方法 はCTZ1日1.0gを 朝,夕2回 に

分割 して筋注 し,3～5日 間投与 し,投 与前後 の尿検,

尿培養 と血液学的 変化について検討 した。

対象 とした疾 患は急性単純性膀胱炎2例,慢 性単純性

膀胱炎1例,慢 性 複雑性膀胱炎15例,慢 性複雑性腎孟

腎炎1例 で ある。臨床効果の判定は細菌尿 と膿尿 の両者

の推移で行 なったが,細 菌尿の推移に重点をおいた。

2.　 臨床効果

19例 の臨床 効果につい てまとめたのがTable3で,

急性単純性膀胱 炎では,い ずれ も著効を示 しているが,

慢性複雑性 尿路感 染症ではやや効果が悪 くなってお り,

Fig. 4 Sensitivity distribution of Staph. epidermidis isolated from urinarytract (68 strains)
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慢性症の有効率は59%で あ った 。症例10,13の よう

に急性で単純性の ものでは著効 を示 し,症 例4,8,15,

17,19の よ うに慢性複雑性で 無効 な もので感受性の検

討を してあ るものはCTZに 対す るMICが100μg/ml

また はそれ以上の値を示 していた。

19症 例 か ら分離 され た22株 の菌種 はTable4の と

お り,E.coliが7株 と最 も多 く,つ ぎにStaPk.epid-

ermidisの5株 で,そ の他は1～2株 であ った。CTZ

Table 2 Therapeutic result of CTZ

P.P.U.T.I. : Post prostatectomic urinary tract infection 

C.C.C. : Chronic Complicated Cystitis 

C.C.P. : Chronic complicated pyelonephritis A.B. : Asymptomatic bacteriuria
A.C. : Acute cystitis

Table 3 Clinical effect of CTZ on urinary tract infections
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投与に よ り菌 が消失 した ものが11株(50%)で あ り,

残存 した ものは7株(32%),菌 交代 した ものが4株

(18%)で あ った。消失 した株の 内には,急 性症 の2例

と慢性症の8例 が含 まれてい る。消失 と菌交代 を合わせ

て原因菌の除菌効果 とす る と慢性症 は20株 中13株 で

65%を 示 してお り,全 体 として の除菌効果 は68%で

あ った。

3.　 副 作 用

CTZ投 与前後 の肝機 能,腎 機能,血 液学的検討を行

な ったが,そ の結果 はFig.5,6の とお りであ る。1

例(症 例19)にGOTの 一過性 の軽度 の上昇がみ られた

以外は異常 を認 めなかった。なお全例について投与前後

の クー ムス試験 を行な ったが,い ずれ も異常を認めなか

った。

Table 4 Clinical results of isolated bacteria

Fig. 5 Influence of CTZ on the liver function

Fig. 6 Influence of CTZ on renal function and hematological findings



VOL. 24 NO. 4 CHEMOTHERAPY 1089

考 按

CTZの 抗菌力は,中 沢 ら2)の 報告に よれば グ ラム陽

性球菌では,Staph.aureusに 対す るMICが0.2～

1.6μg/mlを 示 し,Staph.epidermidisで は0.8

μg/mlを 示 してお り,CEZと ほぼ同様 の傾 向が認 め ら

れ ている3.4)。われわれ もこれ と同様 の結果を得た。 ま

た グ ラム陰性桿 菌の中のE.coliに 対 しては12.5μg/ml,

Klebsiellaに 対 しては3.1μg/mlで あった との報告

であ るが,わ れわれ の成 績では,E.coli,Klebsiellaと

もに3.1μg/mlのMICが 中心 となってお り,CEZ

にお いて も同様 であった。最近,Klebsiellarcよ る感染

症が問題に なっているが,こ のCTZのKlebsiellaに

対す るMICはCEZと 同様 に きわめ て貴重 な もの と

考え られ る。

抗菌力 の測定に影響 を及ぼす 接種菌量 の相違 に よる比

較では,CEZに 関 してはSABATHら4)やSTEIGBIGEL

ら5)は1,000倍 希釈接種時 よ りも,原 液 の ほ う が 平均

MICが32～85倍 高 くな ると報告 してい るが,わ れ わ

れ の検体で は100倍 希釈時では 平均MICが1管 程 度

の相違 を認 めたにす ぎなか った。

つ ぎに臨床 効果につい て検討 してみ ると,急 性症 の2

例 は著効で,慢 性症は17例 中有 効例が10例 で,有 効

率 が59%で あった。 これを河 田らの集 計6)と 比較 して

みると急性 単純性では,90.4%の 高 い有効率を認め る

が,慢 性複雑性の ものでは45.3%に とどま ってお り,

われわれの有効率(59%)の ほ うが若干良い傾向であ っ

た。

尿中細菌 の 消失 に関 しては急性症の2株 はいずれ も

CTZ投 与後消失 してい るが,慢 性症では9株 が 消 失

(45%),残 存 したのが7株(35%),菌 交代 した のが4

株(20%)で あ った。河 田らの報 告では慢性症 では陰性

化が24.2%,菌 交代 が31.8%で,菌 交代がか な りの割

合を示 している。

ま と め

1.　 標 準菌株12株 と尿路 か ら分離 されたE.coli100

株,Klebsiella63株,Staph.epidermidis68株 に対

す るCTZの 抗菌 力をCEZと 比較 したが両 者間に差は

認め られ なか った。

2.　 各種尿路感染 症19症 例 にCTZ1.0g/日 を筋 注

してその臨床効果を検 討 した。

急性 単純性の2例 ではいずれ も著効 を示 した。慢 性症

17例 では10例 に有効で,有 効率は59%で あ った。

3.　 CTZの 副作用 としては1例 にGOTの 一過 性の

軽度 の上 昇を認めたのみで あった。
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CEFTEZOLE ON URINARY TRACT INFECTIONS 

RYOICHI SHIMAZU, YOKO SHIOMI, 

YUKIMICHI KAWADA and TSUNEO NISHIURA 

Department of Urology, Gifu University, School of Medicine 

(Director: Prof. TSUNEO NISHIURA)

Ceftezole(CT2), a new cephalosporin derivative synthesized in Japan, has been evaluated experimentally and 
clinically on urinary tract infections. 
1) Minimum inhibitory concentration of CTZ was determined on 231 strains isolated from urinary tract infections 
by plate dilution method. Compared with CEZ, both antibiotics have good antimicrobial activity. 
2) In 19 cases of urinary tract infections, CTZ was administered intramuscularly at a daily dose of 1 g. 

The therapeutic results were excellent in 7 patients, good in 5, poor in 7,with the effectiveness rate of 63 
percent. No side effects were found in any of the patients except temporal elevation of serum transaminase in one 
case.


